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●
は
じ
め
に

中
国
に
と
っ
て
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
中
国
と
の
間

に
国
境
問
題
を
円
満
に
解
決
し
た
最
初
の
隣
国
で

あ
る
。
中
緬
両
国
は
、
二
一
六
〇
キ
ロ
の
国
境
線

を
共
有
し
て
お
り
、
現
在
中
緬
国
境
で
は
合
計

一
一
カ
所
の
出
入
国
ゲ
ー
ト
が
あ
り
、
そ
れ
以
外
、

自
然
的
に
発
生
し
た
国
境
通
路
は
七
〇
数
カ
所
に

も
及
ん
で
い
る
。

中
国
側
の
出
入
国
ゲ
ー
ト
の
な
か
で
も
、
保
税

区
並
み
の
「
境
内
関
外
」
と
い
う
特
別
な
管
理
方

式
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
で
、
雲
南
省
の
瑞
麗
出
入

国
ゲ
ー
ト
は
中
国
で
最
も
開
放
さ
れ
た
道
路
型
出

入
国
ゲ
ー
ト
の
ひ
と
つ
に
な
っ
た
。
こ
れ
と
同
時

に
、
瑞
麗
に
隣
接
す
る
ム
セ
も
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
お

い
て
規
模
が
最
も
大
き
く
、
政
策
面
で
最
も
優
遇

さ
れ
た
道
路
型
出
入
国
ゲ
ー
ト
に
な
っ
て
い
る
。

瑞
麗
と
ム
セ
周
辺
の
中
緬
国
境
地
帯
は
、
現
在
、

ひ
と
つ
の
国
境
経
済
圏
を
形
成
し
つ
つ
あ
る
。

本
稿
で
は
、
中
緬
貿
易
関
係
の
変
化
を
考
察
し

な
が
ら
、中
緬
両
国
を
結
ぶ
大
動
脈
で
あ
る
瑞
麗・

ム
セ
国
境
経
済
圏
の
全
体
図
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

●
中
緬
貿
易
関
係

ミ
ャ
ン
マ
ー
軍
事
政
権
は
、
欧
米
諸
国
か
ら
経

済
制
裁
を
受
け
る
な
ど
国
際
社
会
か
ら
孤
立
し
た

状
況
に
あ
る
。
そ
の
た
め
、
中
国
を
含
む
近
隣
諸

国
と
の
経
済
関
係
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
は
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
経
済
の
死
活
に
関
わ
る
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
。
一
方
、
中
国
は
海
外
進
出
と
り
わ
け

イ
ン
ド
洋
へ
の
進
出
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
、
中
国
の
理
想
的
経

済
協
力
パ
ー
ト
ナ
ー
と
も
い
え
よ
う
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
輸
出
入
総
額
に
占
め
る
対
中
貿
易

の
割
合

八
八
年
以
来
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
は
、
民
間
貿

易
の
自
由
化
、
国
境
貿
易
の
合
法
化
な
ど
開
放
的

経
済
政
策
を
推
進
し
た
。
そ
の
後
、
欧
米
諸
国
か

ら
の
経
済
制
裁
が
強
化
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
中

国
と
の
経
済
関
係
を
深
め
る
よ
う
に
な
り
、
中
緬

貿
易
額
も
大
き
く
増
大
し
た
。
中
国
の
輸
出
入
総

額
に
占
め
る
対
ミ
ャ
ン
マ
ー
貿
易
額
の
割
合
は
決

し
て
高
い
と
は
い
え
な
い
が
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
輸

出
入
総
額
に
占
め
る
対
中
貿
易
額
の
割
合
は
大
き

い
。
八
九
年
に
は
、中
緬
貿
易
額
は
、ミ
ャ
ン
マ
ー

輸
出
入
総
額
の
三
三・
〇
％
を
占
め
た
。
そ
の
後
、

若
干
上
下
に
変
動
す
る
が
、
〇
七
年
に
は

二
〇・
八
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
統

計
に
よ
れ
ば
、〇
七
年
現
在
、中
国
は
ミ
ャ
ン
マ
ー

に
と
っ
て
タ
イ
に
つ
ぐ
二
番
目
の
貿
易
パ
ー
ト

ナ
ー
と
な
っ
て
お
り
、
輸
出
相
手
国
と
し
て
第
三

位
、
輸
入
相
手
国
と
し
て
は
第
一
位
で
あ
る
。
し

か
し
、
中
緬
貿
易
は
、
香
港
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な

ど
を
中
継
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
た

め
、
こ
れ
ら
の
数
字
を
入
れ
る
と
中
国
は
ミ
ャ
ン

マ
ー
に
と
っ
て
最
大
の
貿
易
パ
ー
ト
ナ
ー
に
な
る

と
い
え
る
。

中
緬
貿
易
関
係
で
は
、
中
国
側
の
主
要
輸
出
品

目
は
、
機
械
設
備
、
電
気
機
器
、
鉄
鋼
製
品
、
日

用
雑
貨
、
紡
績
製
品
、
家
電
製
品
、
自
動
車・オ
ー

ト
バ
イ
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
国

内
の
工
業
生
産
に
必
要
な
生
産
財
・
資
本
財
を
中

国
か
ら
の
輸
入
に
依
存
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
。
一
方
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
の
輸
入

商
品
は
木
材
、
鉱
産
物
、
農
産
品
、
水
産
物
、
宝

石
な
ど
の
一
次
産
品
が
大
半
で
あ
る
。

中
緬
貿
易
額
に
占
め
る
国
境
貿
易
の
割
合

ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
は
、
八
八
年
出
入
国
ゲ
ー
ト

畢 

世
鴻

雲
南
か
ら
み
た
中
緬
国
境

メコン地域 ―越境手続き自由化の展望と国境経済圏の形成 特　　集



アジ研ワールド・トレンド No.172（2010. 1）― 42

境
管
理
協
定｣

に
基
づ
き
、
有
効
な
パ
ス
ポ
ー

ト
と
ビ
ザ
を
も
つ
第
三
国
人
は
、
瑞
麗
・
ム
セ
、

畹ワ
ン

町デ
ィ
ン

・
チ
ュ
ー
コ
ッ
ク
、
打ダ

ー

洛ル
ォ

・
マ
イ
ン
ラ
ー
の

出
入
国
ゲ
ー
ト
を
通
関
し
て
、
中
緬
国
境
を
出
入

り
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は

そ
れ
が
ま
だ
実
現
で
き
て
お
ら
ず
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

で
は
三
ヵ
月
前
に
国
防
省
の
許
可
が
必
要
と
さ
れ

て
い
る
。

車
両
な
ど
の
通
行
状
況

こ
れ
ま
で
の
出
入
国
貨
物
も
そ
れ
ま
で
の
少
量

の
農
産
物
と
農
業
副
産
物
の
や
り
と
り
か
ら
、
製

造
業
や
様
々
な
生
活
資
材
へ
と
変
化
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
〇
六
年
の
瑞
麗
出
入
国
ゲ
ー
ト
に
お
け

る
貨
物
輸
送
量
は
四
七
万
六
九
〇
二
ト
ン
、
自
動

車
出
入
国
数
は
延
べ
九
〇
万
二
三
八
三
台
、
輸
出

入
額
は
三
億
九
九
九
四
万
米
ド
ル
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
〇
六
年
の
瑞
麗
出
入
国
ゲ
ー
ト
に
お
け
る
輸

出
入
額
は
、
同
年
度
の
雲
南
省
の
対
ミ
ャ
ン
マ
ー

輸
出
入
額
の
五
七
．八
％
、中
国
の
対
ミ
ャ
ン
マ
ー

輸
出
入
総
額
の
二
七
．
四
％
を
も
占
め
て
い
る
。

出
入
国
ゲ
ー
ト
ご
と
の
輸
出
入
額
に
つ
い
て
は
、

畹
町
、
章チ

ャ
ン

鳳フ
ン

、
盈イ

ン

江チ
ァ
ン

、
南ナ

ン

傘サ
ン

、
孟ム

ン

連リ
ェ
ン

、
猴ホ

ウ

橋チ
ア
ォ

な
ど

に
比
べ
れ
ば
、
瑞
麗
の
輸
出
入
額
が
圧
倒
的
に
多

い
と
い
え
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
瑞
麗
・
ム

セ
出
入
国
ゲ
ー
ト
が
、
そ
の
他
の
地
域
に
リ
ン

ケ
ー
ジ
で
き
る
地
理
的
な
優
位
性
、
両
国
の
中
央

政
府
か
ら
直
接
管
轄
さ
れ
て
い
る
利
便
性
を
有
す

る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
諸
少
数
民
族

武
装
グ
ル
ー
プ
の
財
源
を
断
つ
た
め
、
そ
の
支
配

下
に
あ
る
コ
ー
カ
ン
、
パ
ン
カ
ム
、
マ
イ
ン
ラ
ー

な
ど
の
出
入
国
ゲ
ー
ト
を
開
放
さ
せ
た
く
な
い

●
ヒ
ト
と
車
両
の
移
動

国
境
を
接
す
る
雲
南
省
と
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
経
済

活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
て
か
ら
と
い
う
も
の
、
出

入
国
ゲ
ー
ト
を
通
過
す
る
出
入
国
者
が
増
え
、
越

境
す
る
車
両
と
輸
出
入
貨
物
量
も
安
定
的
に
増
加

し
て
い
る
。

人
の
出
入
国
状
況

九
一
年
、
中
国
政
府
に
よ
る
特
別
許
可
が
出
さ

れ
た
こ
と
で
、
瑞ル

イ

麗リ
ー

か
ら
ミ
ャ
ン
マ
ー
へ
行
く
国

境
観
光
が
緩
和
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
単
な
る
国
境

住
民
の
往
来
に
過
ぎ
な
か
っ
た
国
境
で
の
出
入
国

の
目
的
が
、
貿
易
・
投
資
、
公
務
、
観
光
旅
行
に

ま
で
拡
大
し
て
い
る
。
〇
六
年
の
出
入
国
者
は
延

べ
五
五
六
万
人
で
、
そ
の
う
ち
出
国
は
延
べ

二
七
七
万
人
で
、
入
国
は
延
べ
二
七
九
万
人
で

あ
っ
た
。
そ
の
ほ
か
の
出
入
国
ゲ
ー
ト
と
比
較
す

る
と
、
瑞
麗
出
入
国
ゲ
ー
ト
で
の
出
入
国
者
数
は

圧
倒
的
に
多
い
。
今
や
瑞
麗
出
入
国
ゲ
ー
ト
は
、

雲
南
省
最
大
の
国
境
貿
易
と
観
光
の
た
め
の
出
入

国
ゲ
ー
ト
に
成
長
し
て
い
る
。

現
在
、
中
緬
陸
路
越
境
に
お
い
て
は
、
主
に
は

国
境
通
行
証
が
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
利
用
者
は

主
に
は
国
境
住
民
で
あ
る
。
パ
ス
ポ
ー
ト
に
比
べ

て
ビ
ザ
を
申
請
せ
ず
に
隣
国
に
入
国
で
き
、
コ
ス

ト
が
安
い
。
ま
た
、
国
境
通
行
証
は
、
隣
国
の
国

境
地
域
し
か
使
用
で
き
な
い
が
、
商
用
を
理
由
に
、

隣
国
の
内
地
に
も
使
用
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
雲
南
省
と
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
出
入
国
ゲ
ー

ト
を
通
過
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
は
、
ほ
と
ん
ど
国

境
通
行
証
を
使
用
し
て
い
た
。
他
方
、｢

中
緬
国

を
通
過
す
る
国
境
貿
易
を
正
式
に
認
め
、
中
緬
国

境
貿
易
協
定
を
締
結
し
、
八
九
年
か
ら
中
国
と
の

間
で
正
規
の
国
境
貿
易
が
始
め
ら
れ
た
。
中
国
も

国
境
貿
易
に
お
け
る
農
・
林
・
漁
業
産
品
、
副
産

物
、
地
方
特
産
物
、
鉱
産
物
等
一
六
〇
余
り
の
品

目
に
対
す
る
輸
入
税
免
除
ま
た
は
半
額
徴
収
、
柔

軟
な
管
理
と
い
う
国
の
政
策
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
と
の
国
境
貿
易
を
積
極
的
に
進
め
て

来
た
。
そ
の
結
果
、
中
緬
国
境
貿
易
は
急
速
に
活

発
化
し
、
中
国
製
品
が
雲
南
省
を
通
じ
て
大
量
に

ミ
ャ
ン
マ
ー
に
流
入
し
始
め
、
両
国
の
国
境
地
域

の
経
済
成
長
を
効
果
的
に
牽
引
し
て
い
る
。
中
緬

国
境
貿
易
の
主
な
形
式
は
国
境
小
額
貿
易
、
国
境

住
民
に
よ
る
互
市
貿
易
、
国
境
地
域
対
外
経
済
技

術
協
力
な
ど
で
あ
っ
た
。

〇
六
年
の
中
緬
国
境
貿
易
は
五
億
六
二
五
〇
万

米
ド
ル
で
あ
っ
た
が
、
〇
七
年
に
は
そ
れ
が

七
億
二
三
〇
万
米
ド
ル
に
増
え
、
前
年
同
期
比

二
四・
九
％
増
と
な
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け
〇
七

年
に
は
、
国
境
貿
易
は
中
国
の
対
ミ
ャ
ン
マ
ー
輸

出
の
二
八・三
％
、
輸
入
の
六
〇・七
％
、
さ
ら
に

ミ
ャ
ン
マ
ー
輸
入
総
額
の
九・三
％
、ミ
ャ
ン
マ
ー

輸
出
総
額
の
四・
七
％
を
そ
れ
ぞ
れ
占
め
た
。
国

境
貿
易
の
興
隆
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
対
す
る
経
済

制
裁
と
も
無
関
係
で
は
な
い
。
欧
米
諸
国
か
ら
厳

し
い
制
裁
を
科
さ
れ
、
銀
行
間
で
米
ド
ル
決
済
に

も
困
難
を
生
ず
る
現
状
下
、
人
民
元
と
チ
ャ
ッ
ト

で
決
済
で
き
る
国
境
貿
易
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
対

外
貿
易
で
重
要
な
地
位
を
占
め
て
お
り
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
国
内
の
需
要
を
満
た
す
た
め
の
重
要
な
ル
ー

ト
と
な
る
。

表　2006年中緬出入国ゲートの統計
出入国ゲート名

（中国側・ミャンマー側）
出　入　国　者

（延べ人数）
自動車出入国数

（延べ台数）
輸　出　入　額
（100万米ドル）

貨物輸送量
（トン）

出　国 入　国 出　国 入　国 輸　出 輸　入 輸　出 輸　入
瑞麗・ムセ 2,768,916 2,789,705 452,198 450,185 373.19 26.75 395,239 81,663
畹町・チューコック 208,890 216,308 30,521 31,282 27.14 3.50 31,775 26,358
猴橋・カンパイティ 71,356 74,300 20,689 17,544 10.12 21.18 27,715 518,058
清水河・チンシュエハー 197,334 178,712 40,036 38,778 9.38 5.44 20,069 20,713
片馬・トォーゴ 95,190 84,210 32,941 23,268 0.40 3.82 394 107,045
盈江・ライザー 289,932 330,738 58,481 61,463 51.08 57.03 47,676 476,905
章鳳・ルゥエージュー 391,241 179,750 38,018 17,507 32.87 2.95 8,928 27,826
南傘・コーカン 213,724 232,618 22,276 21,250 8.22 2.28 44,846 91,273
孟連・パンカム 366,496 338,466 47,071 49,480 23.13 61.54 98,604 167,593
打洛・マインラー 124,851 126,006 32,262 29,485 29.73 7.74 49,987 71,263
滄源・パンワイン 72,996 77,507 18,533 19,354 3.34 9.11 11,775 57,671

（出所）雲南省商務庁の関連統計資料。
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の
検
問
所
を
通
過
し
、
姐
告
に
入
っ
た
貨
物
と
物

品
は
、
輸
出
と
み
な
さ
れ
る
。

こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
は

二
〇
〇
四
年
、姐
告
国
境
貿
易
区
の
「
境
内
関
外
」

政
策
に
倣
っ
て
、
ム
セ
か
ら
ム
セ
一
〇
五
マ
イ
ル

検
問
所
ま
で
の
三
〇
〇
平
方
キ
ロ
に
わ
た
る
広
大

な
地
域
を
自
由
貿
易
区
に
指
定
し
た
。
ミ
ャ
ン

マ
ー
国
内
の
物
資
が
ム
セ
一
〇
五
マ
イ
ル
の
検
問

所
を
越
え
て
ム
セ
に
入
る
場
合
は
輸
出
と
み
な
さ

れ
る
が
、
ム
セ
に
入
っ
て
も
一
〇
五
マ
イ
ル
検
問

所
を
越
え
な
い
外
国
物
資
に
つ
い
て
は
輸
入
品
と

み
な
さ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
貨
物

の
通
関
ス
ピ
ー
ド
を
速
め
る
た
め
に
、
一
ヵ
所
で

ミ
ャ
ン
マ
ー
側
の
様
々
な
輸
出
入
手
続
き
を
済
ま

す
こ
と
が
で
き
る
シ
ン
グ
ル・ウ
ィ
ン
ド
ー・サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

政
府
は
二
〇
〇
六
年
、
姐
告
国
境
貿
易
区
に
隣
接

す
る
ム
セ
市
を
経
済
特
区
と
し
て
認
定
し
、
貿
易

振
興
を
は
か
っ
た
。

●
越
境
に
伴
う
社
会
的
諸
問
題

（
１
）
カ
ジ
ノ
に
よ
る
影
響

雲
南
省
に
隣
接
す
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
北
部
の
大
半

は
、
少
数
民
族
武
装
勢
力
が
直
接
支
配
す
る
地
域

で
あ
る
。
九
〇
年
代
初
期
か
ら
、
麻
薬
ビ
ジ
ネ
ス

に
依
存
し
て
き
た
少
数
民
族
武
装
勢
力
は
、「
代

替
栽
培
」
な
ど
の
国
際
開
発
協
力
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

参
加
し
、
麻
薬
ビ
ジ
ネ
ス
か
ら
の
脱
却
を
は
か
ろ

う
し
て
き
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
収
益
率
の
高
い
カ

ジ
ノ
は
、
良
い
代
替
的
な
「
生
活
の
糧
」
と
な
っ

た
。
そ
こ
で
、
雲
南
省
に
隣
接
す
る
ミ
ャ
ン
マ
ー

の
ラ
イ
ザ
ー
、
ル
ゥ
エ
ー
ジ
ュ
ー
、
ム
セ
、
コ
ー

マ
ー
領
内
で
走
行
す
る
車
両
と
貨
物
が
中
国
の
輸

送
保
険
か
ら
カ
バ
ー
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
の
理
由

で
、
中
国
側
の
ト
ラ
ッ
ク
が
実
際
に
ム
セ
一
〇
五

マ
イ
ル
検
問
所
ま
で
貨
物
を
輸
送
す
る
ケ
ー
ス
は

少
な
い
。
今
後
、
越
境
交
通
協
定
（
Ｃ
Ｂ
Ｔ
Ａ
）

の
締
結
に
よ
り
、「
シ
ン
グ
ル
・
ウ
ィ
ン
ド
ー
式
」

通
関
が
瑞
麗
・
ム
セ
出
入
国
ゲ
ー
ト
両
方
に
も
採

用
さ
れ
、
以
上
の
よ
う
な
問
題
が
解
決
さ
れ
る
と

思
わ
れ
る
。

姐
告
・
ム
セ
国
境
貿
易
区
の
存
在

姐
告
は
中
国
雲
南
省
瑞
麗
市
に
位
置
す
る
が
、

瑞
麗
江
と
い
う
川
で
瑞
麗
市
内
と
分
か
れ
、
飛
び

地
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
中
国
政
府
は

二
〇
〇
〇
年
、
瑞
麗
市
の
姐
告
周
辺
で
、
保
税
区

並
み
の
優
遇
政
策
を
提
供
し
、
貿
易
、
加
工
、
倉

庫
貯
蔵
、
観
光
な
ど
を
一
体
化
さ
せ
た
「
姐
告
国

境
貿
易
区
」
を
設
立
し
、
全
国
に
先
駆
け
て
「
境

内
関
外
」
管
理
モ
デ
ル
を
実
施
し
た
。
そ
こ
で
、

国
境
線
（
第
一
出
入
国
ゲ
ー
ト
）
と
税
関
管
理
境

界
線
（
第
二
出
入
国
ゲ
ー
ト
）
が
分
か
れ
、
第
一

出
入
国
ゲ
ー
ト
と
第
二
出
入
国
ゲ
ー
ト
の
間
に
あ

る
飛
び
地
は
、
姐
告
国
境
貿
易
区
と
な
る
。
本
来

国
境
線
で
設
置
す
る
は
ず
の
税
関
と
検
査
・
検
疫

施
設
を
内
地
（
第
二
国
境
）
撤
退
さ
せ
、
姐
告
周

辺
の
中
国
領
土
を
税
関
の
管
理
範
囲
以
外
の
特
別

地
域
と
し
て
い
る
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
ム
セ
か
ら
姐

告
に
入
る
車
両
、
貨
物
、
物
品
は
中
国
税
関
の
管

理
を
受
け
ず
、
税
関
申
告
と
関
税
、
輸
入
関
連
税

の
徴
収
が
免
除
さ
れ
、
姐
告
か
ら
輸
送
さ
れ
た
貨

物
に
は
国
の
輸
入
商
品
関
連
の
管
理
規
定
と
徴
税

政
策
が
適
用
さ
れ
る
。
ま
た
、
瑞
麗
市
か
ら
税
関

ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
の
思
惑
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

●
瑞
麗・
ム
セ
出
入
国
ゲ
ー
ト
と
姐
告

国
境
貿
易
区

通
関
制
度
と
通
関
施
設
の
進
捗
状
況

「
シ
ン
グ
ル
・
ウ
ィ
ン
ド
ー
式
」
通
関
は
、
大

メ
コ
ン
圏
の
人
的
往
来
と
貿
易
の
円
滑
化
を
促
進

す
る
た
め
の
重
要
な
措
置
で
あ
る
。
通
関
効
率
を

高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
関
連
国
の
出
入
国
ゲ
ー

ト
管
理
部
門
は
、
輸
出
入
貨
物
に
対
す
る｢

一

回
の
申
告
、
一
回
の
検
査
、
一
回
の
サ
ー
ビ
ス
、

一
回
の
通
関｣
を
行
お
う
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、

瑞
麗
・
ム
セ
出
入
国
ゲ
ー
ト
で
は
、「
シ
ン
グ
ル
・

ウ
ィ
ン
ド
ー
式
」
通
関
は
ま
だ
導
入
さ
れ
て
い
な

い
。
そ
の
た
め
、
国
境
で
の
積
み
替
え
が
必
要
と

さ
れ
、
ト
ラ
ッ
ク
の
直
接
相
互
乗
り
入
れ
が
多
く

な
い
。
姐チ

ェ

告ガ
オ

国
境
貿
易
区
で
は
、
貨
物
の
積
み
替

え
場
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
中
国
側
の
ト
ラ
ッ
ク

は
こ
こ
に
入
っ
て
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
側
の
ト
ラ
ッ
ク

と
貨
物
を
積
み
替
え
た
後
、
そ
の
ま
ま
引
き
返
す
。

冷
蔵
庫
な
ど
の
貯
蔵
施
設
が
あ
る
が
、
貨
物
ヤ
ー

ド
、
ク
レ
ー
ン
な
ど
の
施
設
は
ま
だ
設
置
さ
れ
て

い
な
い
。
貨
物
の
積
み
替
え
と
積
み
卸
し
の
大
部

分
も
人
手
に
頼
っ
て
い
る
た
め
に
作
業
効
率
が
悪

く
、
利
用
者
に
多
大
な
不
便
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

ま
た
、
中
国
の
車
両
が
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
「
ム
セ

一
〇
五
マ
イ
ル
」
の
検
問
所
（
ミ
ャ
ン
マ
ー
北
部

の
ラ
シ
ョ
ー
か
ら
一
〇
五
マ
イ
ル
に
相
当
す
る
地

点
）
ま
で
輸
出
入
貨
物
を
直
接
積
み
卸
し
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。し
か
し
、ム
セ
出
入
国
ゲ
ー

ト
か
ら
ム
セ
一
〇
五
マ
イ
ル
検
問
所
ま
で
の
一
五

キ
ロ
に
わ
た
る
道
路
整
備
が
遅
れ
、
か
つ
ミ
ャ
ン
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し
的
存
在
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
姐
告
国

境
貿
易
区
の
試
み
は
、
中
国
が
国
境
地
域
に
加
工

貿
易
区
を
建
設
し
て
国
境
貿
易
を
発
展
さ
せ
る
う

え
で
参
考
に
で
き
る
管
理
モ
デ
ル
だ
と
い
え
よ
う
。

「
境
内
関
外
」
政
策
の
実
施
に
よ
り
、
姐
告
国
境

貿
易
区
は
中
緬
貿
易
の
中
継
点
で
あ
る
。
瑞
麗
出

入
国
ゲ
ー
ト
は
、
中
緬
貿
易
最
大
の
陸
路
出
入
国

ゲ
ー
ト
で
あ
る
と
同
時
に
、
中
緬
両
国
の
物
流
拠

点
で
も
あ
る
。

一
方
、
姐
告
国
境
貿
易
区
の
全
面
開
放
と
急
速

な
発
展
が
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
大
き
な
模
倣
効
果
を
も

た
ら
し
て
い
る
。
ム
セ
は
今
や
ミ
ャ
ン
マ
ー
最
大

の
陸
路
出
入
国
ゲ
ー
ト
と
な
り
、
ム
セ
自
由
貿
易

区
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
お
け
る
最
大
規
模
か
つ
政
策

的
に
最
も
優
遇
さ
れ
た
対
外
貿
易
区
と
な
っ
て
い

る
。現
在
、ム
セ
の
年
間
輸
出
入
額
は
ミ
ャ
ン
マ
ー

に
お
け
る
陸
地
輸
出
入
貿
易
総
額
の
五
〇
％
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
国
境
貿
易
総
額
の
七
五
％
を
占
め
て

い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
瑞
麗
と
ム
セ
の
経
済
発
展

は
、
中
緬
国
境
地
域
経
済
の
急
速
な
発
展
を
牽
引

し
、
国
境
経
済
圏
の
形
成
を
促
進
し
て
い
る
。
現

状
か
ら
み
れ
ば
、
瑞
麗
・
ム
セ
国
境
経
済
圏
の
形

成
過
程
で
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
内
政
策
の
頻
繁
な

変
動
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
側
の
貿
易
赤
字
の
増
大
、
越

境
に
伴
う
社
会
問
題
な
ど
、
依
然
と
し
て
多
く
課

題
が
残
さ
れ
て
い
る
。し
か
し
、中
緬
両
国
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
変
わ
ら
な
い
限
り
、
瑞
麗
・
ム

セ
国
境
経
済
圏
の
設
立
は
よ
り
速
い
ス
ピ
ー
ド
で

推
進
さ
れ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

（
ひ
つ　

せ
こ
う
／
雲
南
大
学
・
東
南
ア
ジ

ア
研
究
所
・
Ｇ
Ｍ
Ｓ
研
究
セ
ン
タ
ー
・
ア
ジ

ア
経
済
研
究
所
客
員
研
究
員
）

な
っ
て
い
る
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
と
の
国
境
貿
易
で
発

展
を
続
け
る
瑞
麗
で
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
へ
の
対

策
に
追
わ
れ
て
い
る
。
政
府
関
係
機
関
の
調
査
に

よ
る
と
、
瑞
麗
に
お
け
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
率
は
す
で

に
三
％
ま
で
上
昇
し
て
お
り
、
エ
イ
ズ
で
死
亡
す

る
人
が
後
を
絶
た
な
い
。
急
速
に
感
染
者
が
増
え

る
傾
向
に
あ
る
中
国
の
エ
イ
ズ
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

を
含
む
メ
コ
ン
地
域
諸
国
と
雲
南
省
を
拠
点
と
し

た
麻
薬
密
売
ル
ー
ト
と
重
な
る
形
で
感
染
を
広
げ

て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。

（
４
）
不
法
就
労

中
国
で
は
、
経
済
発
展
が
続
い
て
い
る
ば
か
り

で
な
く
、
労
働
力
も
不
足
し
始
め
て
い
る
。
不
法

就
労
の
た
め
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
が
続
々
と
瑞
麗
市

に
入
っ
て
お
り
、
す
で
に
瑞
麗
市
で
社
会
問
題
と

な
り
つ
つ
あ
る
。
中
国
国
内
の
需
要
を
満
た
す
よ

う
に
、
非
合
法
で
は
あ
る
が
ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
労

働
力
が
瑞
麗
ひ
い
て
は
労
働
力
不
足
に
悩
む
中
国

の
沿
海
地
域
に
も
流
入
し
て
い
る
。
し
か
も
、
そ

の
数
は
猛
烈
な
勢
い
で
増
え
続
け
て
い
る
。
一
方
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
・
チ
ャ
ン
ス
を
め
ざ

し
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
入
る
中
国
籍
の
不
法
就
労
者

も
増
え
て
い
る
。

●
お
わ
り
に

国
境
貿
易
区
の
設
立
以
来
、
姐
告
は
、
そ
れ
ま

で
の
簡
単
な
物
資
中
継
拠
点
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
、

南
ア
ジ
ア
の
物
流
拠
点
へ
の
転
換
、
国
境
貿
易
区

か
ら
完
全
な
自
由
貿
易
区
へ
の
転
換
を
実
現
し
つ

つ
あ
る
。
姐
告
国
境
貿
易
区
は
す
で
に
東
南
ア
ジ

ア
と
南
ア
ジ
ア
の
国
際
市
場
開
拓
の
た
め
の
橋
渡

カ
ン
、
パ
ン
カ
ム
、
マ
イ
ン

ラ
ー
な
ど
の
国
境
の
町
で
は
、

カ
ジ
ノ
が
続
々
と
建
設
さ
れ

た
。
〇
五
年
か
ら
は
、
ギ
ャ

ン
ブ
ル
に
よ
る
社
会
的
悪
影

響
を
懸
念
す
る
中
国
政
府
の

圧
力
で
、
大
部
分
の
カ
ジ
ノ

が
営
業
停
止
に
追
い
込
ま
れ

る
が
、
ム
セ
市
周
辺
で
は
、

密
か
に
カ
ジ
ノ
を
引
き
続
き

経
営
し
て
い
る
ケ
ー
ス
は
少

な
く
な
い
。

（
２
）
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ト
ラ

フ
ィ
ッ
キ
ン
グ

貧
困
や
、
国
内
お
よ
び
国
家
間
の
経
済
格
差
は
、

地
域
社
会
の
な
か
に
人
身
売
買
と
い
う
現
象
を
生

み
出
し
た
主
な
原
因
で
あ
る
。
し
か
し
、
近
年
の

メ
コ
ン
地
域
諸
国
の
経
済
成
長
が
示
す
と
こ
ろ
で

は
、
貧
困
が
緩
和
さ
れ
て
も
、
人
身
売
買
に
よ
っ

て
性
的
搾
取
の
対
象
と
な
る
女
性
や
子
供
の
数
は

必
ず
し
も
減
っ
て
い
な
い
。
中
国
雲
南
省
か
ら

ミ
ャ
ン
マ
ー
経
由
で
タ
イ
に
売
ら
れ
る
事
例
が
比

較
的
に
多
い
。
一
方
、
中
国
に
嫁
と
し
て
売
ら
れ

た
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
女
性
も
年
々
増
加
し
て
い
る
。

国
家
間
ま
た
は
地
域
間
の
経
済
格
差
を
解
消
し
な

い
限
り
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ト
ラ
フ
ィ
ッ
キ
ン
グ
を

根
本
的
に
解
決
す
る
こ
と
は
き
わ
め
て
困
難
で
あ

ろ
う
。

（
３
）
エ
イ
ズ
感
染
問
題

雲
南
省
で
は
、
現
在
エ
イ
ズ
の
拡
大
が
問
題
と

姐告・ムセ
国境経済圏

瑞麗市内
税関・検査検疫の
チェック・ポイント

姐告瑞麗江大橋

ムセ市内

国道320線

国境線

姐告国境貿易区

瑞麗・ムセ出入国
管理事務所

図　瑞麗・ムセ出入国ゲート周辺の地図

（出所）google earthの地球衛星写真などに基づき加筆作成。




